
14PRE S S INF OR M AT ION  C I V IC T Y PE R

ハイパワーFF車のフロント重量とエンジントルクに

対応するため、フロントサスペンションには、先代モ

デルに引き続きデュアルアクシス・ストラット・サス

ペンションを採用しました。

デュアルアクシス・ストラット・サスペンションは、一

般的なストラットサスペンションでは一体となって

いるナックルとストラットを分離し、ナックルが転

舵を、ストラットが路面からの上下入力を受け持ち

ます。ナックルを独立させることで、転舵軸とホイー

ル中心までの距離（センターオフセット量）を大幅

に短縮することが可能です。

新型では先代よりもセンターオフセットを７％縮小

し、トルクステアをさらに低減させています。

さらに、ロアアームをL型とすることで入力分担の

効率化と高剛性化を図るとともに、サスストローク

に対する各部品のフリクションを低減。アルミ製

ナックルアームによる軽量化と合わせ、ダイレクト

な操縦性とロードホールディング性能を大幅に進

化させています。

シャシー

運動性能ポテンシャルの大幅向上を目指し、リアサ

スペンションには複数のアームを持つマルチリンク

式を採用しました。

先代モデルで採用していたトーションビーム式サス

ペンションに比べ 、さまざまな入力に対してタイヤ

の接地状態を最適に保つサスジオメトリーと高い

剛性を有しています。

また同形式のハッチバックモデルに対しても、すべ

てのアームとブッシュ類の剛性をアップ。20インチタ

イヤのパフォーマンスを最大限に発揮する仕様にし

ています。

■ ■ アルミナックルアーム

■ 高剛性化
■ 低フリクション化
■ 軽量化

■ スプリング軸線最適化

■ スタビリンクボールジョイント

■ 接着スタビライザーブッシュ

■ 転舵ストッパー
レイアウト最適化

■ ■ L型ロアアーム

すべてのアームは高剛性サブフレームを介してボディーと結合。高
いサスペンション横剛性と横力を受けた際のトーイン特性を両立。
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